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住民の納得なしに北陸新幹線延伸を行わないように求める意見書 

 

北陸新幹線延伸（敦賀・新大阪間）に関して、与党整備委員会（与党ＰＴ）は、小浜・

京都ルートの「桂川案」を選定した。 

北陸新幹線延伸については、西脇隆俊京都府知事が「我々が申し上げてきた課題は桂川

案になっても大きな変更はない」と述べているように、地下水やトンネル残土などの環境

への影響、建設費用と地元負担など課題は何ら解決されていない。 

特に、本市においては、旧巨椋池干拓地の約３０万平方メートルもの敷地に、最大９メ

ートルの盛土を行って北陸新幹線の車両基地が建設されることにより、旧巨椋池干拓地の

治水・遊水機能への多大なる影響が生じる。旧巨椋池干拓地は、京都府が絶滅危惧種に指

定している野鳥も含めた様々な野鳥が生息するエリアで、全国的にも「希少種の宝庫」と

しても知られている。 

また、車両基地の引き込み線の線路は本市の産業立地上に位置することになる。西宇治

地域のすぐ隣に位置するあかり区間には、高架で線路が建設され、早朝深夜に及ぶ騒音の

影響、長期間にわたる工事の影響が懸念される。 

周辺自治体や住民への丁寧な説明がなされず、課題や問題点が解決されないまま、着工

が行われることは決して許されない。 

よって、国におかれては、北陸新幹線の敦賀・新大阪間の延伸に関して、治水をはじめ

とする住民の安全、環境への影響など、様々な課題が解決されず、本市をはじめとする周

辺自治体と住民の納得が得られないまま着工することのないように求めるものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 
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